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御意見の募集期間 平成２９年１２月●●日（●）～３０年２月●●日（●） 

御意見の提出方法 

 郵送，ＦＡＸ，電子メール又は京都市情報館（ホームページ）の意見募集

フォームにより御応募下さい。 

 様式は自由ですが，本リーフレット末尾の「御意見応募用紙」も御利用い

ただけます。 

 ① 郵 送  

  〒６０４－８１０１ 

  京都市中京区柳馬場通御池下る柳八幡町６５ 京都朝日ビル４階 

  京都市保健福祉局 健康長寿のまち・京都推進室 健康長寿企画課 宛 

 ② Ｆ Ａ Ｘ  ０７５－２２２－３４１６ 

 ③ 電子メール  kenkochojukikaku@city.kyoto.lg.jp 

 ④ ホームページ  ●●●●● 

御意見の取扱い 

について 

① 個人情報については，法令等を遵守し，適正に取り扱います。 

② 御提出頂いた御意見の趣旨とそれに対する京都市の見解等については，

京都市健康長寿企画課のホームページで公表します。 

 なお，御提出頂いた御意見に対する個別の回答はできませんので，あらか

じめ御了承ください。 

京都市口腔保健推進実施計画「歯ッピー・スマイル京都」骨子案 

～市民の皆様からの御意見を募集します～ 

 

京都市では，平成２１年３月に策定した京都市口腔保健推進行動指針

「歯ッピー・スマイル京都」に基づき，歯科口腔保健施策に取り組んでま

いりました。 

指針策定から８年以上が経過しており，この間，歯科口腔保健を取り巻

く状況や考え方が大きく変化・発展しています。 

この度,市民の皆様の健康寿命の延伸を目指し,「歯と口の健康」に関す

る取組を重点的に推進するために，新たに策定する「京都市口腔保健推進

実施計画」の案を取りまとめましたので，広く市民の皆様の御意見を募集

します。 

 

京都市では，市民の皆様の健康寿命を延伸し，平均寿命に近づけるため，

「健康長寿のまち・京都」の取組を進めています。 

「歯と口の健康」は，健康寿命の延伸を目指すために欠かせない要素です。 

（案）１２月４日現在 参考資料４ 
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１ はじめに 

 

 

 

○ 近年，歯科口腔保健を取り巻く状況は大きく変化・発展し，『「歯と口の健康増進」から「全

身の健康増進」，そして「健康寿命の延伸」へ』という考え方のもと，「口腔機能（口の働き）」

の維持や「オーラルフレイル（口腔機能の虚弱）」への対策という新たな視点から，「歯と口の

健康」に関する取組を一層推進していくことが求められています。 

○ これを受けて，「歯と口の健康」に関する取組を重点的に推進するために，平成２１年３月

に策定した行動指針に替え，実施計画として『京都市口腔保健推進実施計画「歯ッピー・スマ

イル京都」（案）』（計画期間：平成３０～３４年度）を新たに策定します。 

○ 新たな実施計画に基づき，本市や歯科医師会・歯科医療機関をはじめとする関係機関・団体

が，「市民の歯と口の健康づくり」に対する共通認識をもち，「健康長寿のまち・京都市民会議」

等と連携しながら，「歯と口の健康増進」から「全身の健康増進」，そして「健康寿命の延伸」

を目指します。 

 

 

 

○ 本計画は，歯科口腔保健法に規定する地域の実情に応じた施策を実施するための推進計画と

して策定します。 

○ 本計画の具体的取組については，健康増進法に規定する市町村健康増進計画である「健康長

寿笑顔のまち・京都推進プラン（案）」にも盛り込みます。 

  

新たな実施計画の策定 

口腔保健推進実施計画「歯ッピー・スマイル京都」（案）の位置づけ 
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２ 本計画の策定にあたっての歯科保健医療に関する課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

食べる機能を支える歯科は，その機能の育成・維持・向上や機能の状況に応じた食べ方など
の支援が求められています。 

４ むし歯や歯周病などの歯科疾患の予防                              ＜継続＞ 

５ かかりつけ歯科での定期的な歯科健診と継続的な予防管理の重要性           ＜ ＞ 

６ 誤えん性肺炎や糖尿病などの全身疾患予防や管理                      ＜継続＞ 

２ 「歯の本数」の維持から「口腔機能（口の働き）」の維持へ                 ＜新規＞ 

３ 「オーラルフレイル（口腔機能の虚弱）」の考え方と対策                   ＜新規＞ 

７ 食べることを育てる「食育」と食べることを支える「食支援」                ＜新規＞ 

指針策定以降の新たな課題と継続課題 

(1) 生涯にわたる歯と口の健康づくりを推進し,全身の健康増進，そして健康寿命の延伸を図

ることで,健康長寿のまち・京都の実現を目指します。 

(2) 「市民の歯と口の健康づくり」につながるように,本市や関係機関・団体による「市民の

歯と口の健康づくりを支える環境づくり」を推進します。 

(3) とりわけ「口腔機能」に着目した歯と口の健康づくりに力点をおいて,その育成と低下予

防とともに,「オーラルフレイル（口腔機能の虚弱）」といった考え方と対策の普及に取

り組みます。 

(4) 障害者歯科診療や在宅歯科診療,災害時歯科医療救護等の歯と口の健康づくりを支える

歯科医療の取組についても盛り込みます。 

１ 「歯と口の健康増進」から「全身の健康増進」，そして「健康寿命の延伸」へ      ＜新規＞ 

本計画の策定ポイント 

＜歯科保健医療の課題を踏まえた本計画のポイント＞ 

口腔内の清潔や歯周病・むし歯などの歯科疾患は，誤えん性肺炎や糖尿病などの全身疾患の
発症や進行に関わります。 

すべてのライフステージにおいて，むし歯予防と歯周病予防は歯と口の健康づくりの基本です。  

オーラルフレイルになる（口腔機能が弱る）と，食べる意欲や量が減り，低栄養やフレイル
（全身の虚弱）につながります。また，こころの健康や社会参加の面でも，「話す」「食べる」
などの口腔機能の維持が重要です。健康寿命の延伸に向けて，口腔機能や社会とのつながりを
維持するために，オーラルフレイルの早期発見と対策が求められています（４ページ参照）。 

これまでは，「歯の本数の維持」が大きな目標でしたが，さらに発展し，「口腔機能（口の働
き）（４ページ参照）をどう育み，どう維持していくか」ということが重要視されてきていま
す。 

歯と口の健康づくりは，歯と口の健康を守るということだけでなく，全身の健康を増進し，
健康寿命を延ばすことにつながります。 

個人の日常的なケアと専門家による定期的なチェック・継続的なケアが，歯と口の健康づくりの両輪です。  
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○ 口腔機能は，「おいしく味わって食べること」「安全に食べること」「楽しく会話すること」

「朗らかに笑うこと」など，生活の基本や人生の楽しみなどを支えています。 

○ 例えば，「口からおいしく食べる」ということは，栄養摂取や健康増進ということだけでな

く，人生において大きな幸せや楽しみであり，人との交流手段のひとつです。つまり，口腔機

能の低下は，機能面だけでなく，こころの健康やコミュニケーション面にも大きく影響します。 

主
な
口
腔
機
能 

咀嚼（そしゃく）する 食べ物を噛みくだく，すりつぶす 

嚥下（えんげ）する 噛みくだいた食べ物や飲み物を飲み込む 

感じる（味覚など） 味，歯触り，舌触り，温度，固さなど 

唾液（だえき）をだす 
唾液は，洗浄，消化，咀嚼や嚥下の補助，味覚の増強，

抗菌，歯を強くするなどの作用をもつ 

音・言葉を発する 話す，会話する，笑う，歌うなど 

表情をつくる 笑う，怒る，口元をゆるめる，口角をあげるなど 

 

 

 

○ 日常生活上で自立した健康な方が要介護状態に至る間に心身の活力が弱ってきた「フレイル

（全身の虚弱）」という状態があり，このフレイル（全身の虚弱）状態は，より早い段階で適

切に対応すると，健康な状態に回復しやすいとされます。 

○ オーラルフレイル（口腔機能の虚弱）は，栄養摂取量の低下や食欲の低下を招き，進行する

と栄養の不足，筋肉量の減少が起き，運動機能や活動度の低下，人との交流の減少を引き起こ

します。 

○ オーラルフレイル（口腔機能の虚弱）はフレイル（全身の虚弱）のはじまりとも考えられ，

その早期発見と対策はとても重要です。 

○ さらに，フレイル（全身の虚弱）やオーラルフレイル（口腔機能の虚弱）至る背景として，

加齢とともに社会との関わりが減ることが挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜オーラルフレイル（口腔機能の虚弱）やフレイル（全身の虚弱）の流れ（イメージ）＞ 

＜口腔機能とは＞ 

健康 

（自立した状態） 

オーラルフレイル 

（口腔機能の虚弱） 

（自立した状態） 

フレイル 

（全身の虚弱） 

要介護状態 

（機能障害等） 

例えば 

 食べこぼしの増加 

 むせの増加 

 噛みにくい・飲み込みにくい 

食品の増加 

 口が渇きやすい 

 滑舌の低下 

例えば 

 体重減少 

 疲労感 

 筋力低下 

 歩行速度の低下 

 身体活動の低下 

オーラルフレイルから 

フレイルへの進行と悪循環 

食べる量や質の不足 

食欲の低下 

活動度の低下 

交流の低下 

栄養の不足 

筋肉量の減少 

（サルコペニア） 

※ 

※要介護状態になるとフレイル状態 
へ戻ることが難しくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

「話す」「食べる」などの口腔機能の低下は，社会参加や人との交流の減少を招きます。 

一方で，社会参加や人との交流の減少は，「話す」「食べる」「笑う」などの口腔機能を使

う機会の減少につながり，口腔機能の低下を引き起こしかねません。 

「歯と口の健康」と「社会や人との関わり」とは，双方向に影響しあいます。 
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３ 本市の歯科保健の現状 

 

 

○ 「３歳児におけるむし歯のある者の割合」は経年的に減少し，14.1%（H28）となっています

（全国値 17.0%（H27）*1）。 

○ 「フッ化物歯面塗布（しめんとふ）を受けた者の割合（京都市フッ化物歯面塗布事業の利用

者の割合）」については 46.8%（H28）となっています。 

 （フッ化物歯面塗布：フッ化物の薬剤を歯の表面に塗り，むし歯になりにくい歯をつくる専門的処置） 

○ 「３歳児で咬み合わせや歯並びについて経過観察等が必要と判定された者の割合」は，14.6%

（H28）となっています（全国値 12.3%（H27）*2）。 

 

 

○ 「６歳児におけるむし歯のある者の割合」は，経年的に減少し，39.5%（H28）となっており，

全国値（42.8%）*3より少ない状況です。 

○ 「１２歳児における永久歯の１人平均むし歯数」は，経年的に減少し， 0.57 歯（H28）と

なっており，全国値 0.84 歯（H28）*4より少ない状況です。 

 

 

○ 「この１年間に歯科健診を受けている者の割合（２０歳以上）」は 47.4%（H28）で，全国値

52.9%（H28）*5を下回っている状況です。 

○ 「歯間清掃用具（デンタルフロスや歯間ブラシ）を使用している者の割合」について，４０

歳代は 52.0%（H28）で，全国値 45.9%（H28）*6を上回っています。一方で，６０歳代は 48.2%

（H28）で，全国値 50.2%（H28）*7を下回っています。 

 

 

○ 「６０歳代における２４本以上の自分の歯を有する者の割合」は 46.0%（H28）で，全国値

61.0%（H28）*8を下回っています。 

○ 「８０歳以上における２０本以上の自分の歯を有する者の割合」は，26.8%（H28）で，全国

値 37.2%（H28) *9を下回っています。 

○ 「６０歳代におけるなんでもよく噛んで食べることができると回答したものの割合」は，

70.5%（H28）となっています。 

 

 

  

乳幼児期（０歳～就学前） 

少年期（６～１４歳） 

青年期（１５～２４歳）・壮年期（２５～３９歳）・中年期（４０～６４歳） 

高齢期（６５歳以上） 

（全国値の出典） 
*1, 2：地域保健・健康増進事業報告から算出（平成２８年度分は未公表） 
*3，4：学校保健統計調査 
*5：国民健康・栄養調査「結果の概要」 
*6，7，8，9：歯科疾患実態調査結果統計表から算出 

 

子どものむし歯の状況は，経年的に減少し，改善しています。また，成人期以降の歯科健診の

受診等の予防行動の状況は改善傾向にあります。 

一方で，成人期以降の歯周病の状況や高齢期の歯の本数の状況については，一部改善がみられ

るものの，悪化しているものもあり，引き続き，課題を抱えています。 
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４ 口腔保健推進実施計画（案）の計画体系 

 

市民一人ひとりが歯と口の健康づくりに取り組み，生涯にわたって，しっかり噛んで食べ，健

やかで心豊かに笑顔で過ごせる「健康長寿のまち・京都」を推進します。 

 

 

ライフステージや配慮が必要な方々の特性に応じた取組を，市民が自ら実践するとともに，関

係団体・機関等（保健医療機関，保育・教育機関，介護・福祉団体，医療保険者，事業所等）と

本市が一体となって支援することで,「歯と口の健康増進」から「全身の健康増進」,そして「健

康寿命の延伸」を目指します。 

 (1) 「口腔機能の育成・低下予防」「むし歯・歯周病予防」，「かかりつけ歯科での定期的な歯

科健診」の推進を,歯と口の健康づくりの基本的な取組とします。 

 (2) 本市や関係団体・機関等は,お互いに連携して,「市民の歯と口の健康づくりを支える環

境づくり」に取り組みます。 

 (3) さらに,各々の専門的又は関係する立場から,市民に対して,「実践してほしい歯と口の健

康づくり」への働きかけや取組を実施します。 

また，これらの取組を推進するなかで，口腔機能を使う機会や健康づくりの動機づけの創出な

どにつながるように，社会参加や人のつながりを重要な要素と捉えて取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 

取組方針 

＜歯と口の健康増進が健康寿命の延伸につながる概念イメージ＞ 

 
市民一人ひとりが歯と口の健康づくりに取り組み， 

生涯にわたって，しっかり噛んで食べ，健やかで心豊かに 

笑顔で過ごせる「健康長寿のまち・京都」を推進します。 

基本理念 

① 口腔機能の育成・低下予防 
② むし歯予防と歯周病予防 
③ かかりつけ歯科での定期的な歯科健診 

各ライフステージに応じた歯と口の健康づくり 

＜主に全身面＞ 

誤えん性肺炎の予防 

糖尿病などの全身疾患 

のリスクの低減 

フレイル予防 

（全身の虚弱の予防） 

低栄養の防止 

サルコペニア予防 

（筋肉量の減少の予防）  

＜主に口腔面＞ 

口腔内の清潔度の維持 

むし歯や歯周病の予防 

歯の喪失防止 

オーラルフレイル予防 

（口腔機能の虚弱の予防） 

口腔機能の低下予防 

期待できる効果 

＜生活・社会面＞ 

生活の質の維持 

 

活動や交流の維持 

 

 

健康寿命の延伸 
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ライフステージ 年齢の目安 
① 口腔機能の 

育成・低下予防 
② むし歯予防・歯周病予防 

 

胎児期 

（妊娠期） 
－    

③ 

か
か
り
つ
け
歯
科
で
の
定
期
的
な
歯
科
健
診 

乳幼児期 ０歳～就学前    

少年期 
小学生    

中学生    

青年期 
１０歳代（後半）    

２０歳代（前半）    

壮年期 
２０歳代（後半）    

３０歳代    

中年期 

４０歳代    

５０歳代    

６０歳代（前半）    

高齢期 

６０歳代（後半）    

７０歳代    

８０歳以上    

      

障害児・者 

要介護高齢者

等 

－ 口腔ケアの推進，誤えん性肺炎予防 

－ 食べる・飲み込む機能の維持・向上 

－ 歯科健診受診の推進 

－ 歯科診療体制の確保 

 

 

社会全体が連携し、個人・家庭を支援し、一緒に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

  

＜各ライフステージ等に応じた歯と口の健康づくりのイメージ＞ 

胎児の歯の形成 

 

 

育 成 

オーラルフレイル予防 

低栄養の防止 

フレイル予防 

妊婦のむし歯予防 

 

む
し
歯
予
防 

（
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
部
分
が
異
な
る
） 

妊 婦 の 歯 肉 炎 予 防 

 

歯肉炎 

予防 

 
歯周炎 

予防 

 

歯周炎の 

重症化 

予防 

＜歯と口の健康づくりの取組を推進する社会イメージ（関係団体・機関）＞ 

歯科保健医療機関 

（歯科診療所，関係団体等） 

保健医療機関 

（診療所，薬局，関係団体等） 

保育機関 

（保育園，認定こども園，関係団体等）  

教育機関 

（幼，小，中，高，大学等） 

事業所 

（企業，事業主等） 

市 

地域 

（自治会，すこやかクラブ等） 

マスメディア 

（新聞，雑誌，テレビ，ラジオ等） 

健康関連サービス事業者 

（企業，店舗，大学，研究機関等） 

介護・福祉団体 

（施設，事業所，関係団体等） 

医療保険者 

（健康保険組合，国保組合等） 

 

 

等 ） 
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５ 市民の歯と口の健康づくりを支える取組（ライフステージ等に応じた具体的取組） 

 

 

 

妊婦や周囲の方が，妊娠による口腔への影響を知り，母体と子どもの歯と口の健康を守るた

めの知識を得て，適切な予防行動を実践できるように取り組みます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者と子ども自身が子どもの歯と口の成長に応じた健康づくりが実践できるように取り

組みます。また，生涯にわたって必要な歯と口の機能の基盤をしっかりとつくるために，口腔

機能の健全な育成を促せるように取り組みます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個人・家庭での歯と口の健康づくり】 

（妊婦の方は） 

○ デンタルフロス（糸ようじなど）や歯間ブラシを使いましょう。 

○ 禁煙しましょう（生まれてくる赤ちゃんの歯と口の健康に影響を与えることがあります） 。 

○ 歯科健診を受けましょう。    等 

【関係団体・機関による環境づくりの取組】 

 胎児期・妊娠期に関わる歯科保健知識の普及啓発（妊娠による歯肉炎やむし歯のリスク，

母体の口腔内状況の胎児への影響 等） 

 妊娠期に歯科健診を受けることの推奨   等 

【本市の主な取組】 

 母子健康手帳や歯ッピーパスポートの活用等による情報発信 

 保健福祉センターでの成人・妊婦歯科相談（歯科相談・歯科保健指導）の実施 

 アウトリーチ事業と連携した市民の利用する場所での成人・妊婦歯科相談の開催 新規   等 

 

【個人・家庭での歯と口の健康づくり】 

（保護者の方は，お子さんの成長に合わせて，以下のことをしてあげましょう。） 

○ 口腔機能を育てるために，よく噛んで食べることを促しましょう。 

○ お子さんと一緒に歯をみがきましょう。仕上げみがきを行いましょう。 

○ 歯科医院で，むし歯予防のためのフッ化物歯面塗布を受けましょう。 等 

【関係団体・機関による環境づくりの取組】 

 乳幼児期に関わる歯科保健知識の普及啓発（口腔の成長と機能の育成，むし歯予防，フッ化物 等）  

 家庭や保育園・幼稚園等での歯と口の健康づくりの推進（口腔機能の育成，フッ化物，食育 等）  等 

【本市の主な取組】 

 保健福祉センターでの乳幼児健診や健康教室等における口腔機能を育てるための啓発や保健指導 充実  

 指定医療機関でのフッ化物歯面塗布の機会の提供とかかりつけ歯科をもつことの推進 

 保育園（所）・幼稚園等における集団フッ化物洗口の実施に関する初期支援 

  保育園（所）・幼稚園等に対する口腔機能の健全な育成や歯科から見た食育に関する知識の普及・啓発 新規   等 

 

（１）胎児期（妊娠期）  ＜赤ちゃんのために，お母さんの歯と口の健康を守りましょう。＞ 

ライフステージごとの取組 

（２）乳幼児期（０歳～就学前） ＜子どもの歯と口の健康と成長を育みましょう。＞ 
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歯と口の健全な育成を図り，児童・生徒が成長に合わせて，自分の歯と口の健康を守るため

の生活習慣を身につけ，実践できるように取り組みます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯と口の健康を保つための生活習慣を確立し，主体的に歯科健診や歯科治療を受けることが

できるように取り組みます。また，歯と口の健康が全身の健康に関係することを理解し，生活

習慣の改善等につなげられるように取り組みます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個人・家庭での歯と口の健康づくり】 

（小学生・中学生は，成長に合わせて） 

○ 口腔機能を育てるために，しっかりとよく噛んで食べましょう。 

○ 丁寧な歯みがき習慣と自己管理を身につけましょう。 

○ むし歯予防のために，糖分の含まれる食べ物や飲み物の摂りすぎやだらだら食べはやめましょう。  

○ 歯・口腔健康診断の結果が理解できるようになりましょう。 等 

【関係団体・機関による環境づくりの取組】 

 少年期に関わる歯科保健知識の普及啓発（口腔機能の育成，むし歯・歯肉炎予防，歯と口のけが 等）  

 家庭や学校における歯と口の健康づくりや歯と口を育む食育の推進 

 学校における集団フッ化物洗口の推進  等 

【本市の主な取組】 

 児童・生徒の歯・口腔健康診断，歯科保健教育や歯みがき指導の実施 

 小学校における集団フッ化物洗口の実施 

 中学校における防煙指導の推進 

 歯の外傷（歯と口のけが）の予防や対応方法に関する取組の推進 

 学童う歯対策事業の実施   等 

 

【個人・家庭での歯と口の健康づくり】 

○ 噛む力の維持や肥満予防などのために，しっかりとよく噛んで，味わって食べましょう。 

○ デンタルフロスや歯間ブラシを使用しましょう。 

○ かかりつけ歯科をもち，定期的に歯科健診や歯石除去などを受けましょう。  等 

【関係団体・機関による環境づくりの取組】 

 青年期・壮年期・中年期に関する歯科保健知識の普及啓発（歯周病やむし歯の発症・重症

化予防，生活習慣病や口腔がん，喫煙との関係 等） 

 生活習慣病対策などと連動した歯周病対策       等 

【本市の主な取組】 

 指定医療機関における歯周疾患予防健診の実施 

 啓発イベント等における口腔がん啓発事業の実施 充実 

 大学等との連携による若年層に対する歯科口腔保健の普及啓発 新規 

 保険者による生活習慣病予防に関連する歯科口腔保健の普及啓発 充実 

  糖尿病重症化予防に関する歯科専門職を含めた多職種連携の推進 新規  等 

 

 

（３）少年期（小学生・中学生）  
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口腔機能の低下による低栄養やコミュニケーション力の低下が起きる時期です。口腔機能を

保ち，健康増進や生活の質の維持を図るために，オーラルフレイル（口腔機能の虚弱）の早期

発見・対策に取り組みます。歯と口の健康や清潔を保ち，誤えん性肺炎予防やむし歯や歯周病

などの重症化予防につながるように取り組みます。 

また，口腔機能をしっかり使う機会や健康づくりの動機づけの創出などにつながるように，

社会参加などを促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害特性や要介護・要支援状態等に応じた歯と口の健康づくりを支援し，口腔保健の向

上や重症化予防を目指して取り組みます。  

 

 

 

 

 

 

 

【個人・家庭での歯と口の健康づくり】 

○ 口腔機能の低下予防のために，会話する，歌う，笑う，食べるなど，日常的にお口の機能

を使いましょう。 

○ 口腔機能の低下予防のために，お口の体操やマッサージを行いましょう。 

○ 安全に食べるために，「食べる・飲み込む」機能の状況に合わせて，食ベ物を選択しましょう。  

○ むし歯になりやすい歯の根っこ（歯ぐきがやせて見えてきた部分）もみがきましょう。 

○ 入れ歯などもしっかりと清掃しましょう。  等 

【関係団体・機関による環境づくりの取組】 

 フレイル対策や介護予防としての口腔機能の向上や低栄養防止の取組の推進 

 フレイル対策や介護予防に関する多職種や関係団体・機関の連携の推進  等 

【本市の主な取組】 

 アウトリーチ事業における口腔機能の向上等に関する健康教室の実施やお口の体操の普及 充実  

 オーラルフレイル（口腔機能の虚弱）とその対策（お口の体操，トレーニング法等）の普及啓発 新規  

 後期高齢者歯科健康診査の実施と地域介護予防推進センター等との連携によるフレイル

対策の推進 新規 

 地域介護予防推進センターにおける口腔機能の向上教室の実施 

 地域包括ケアにおける歯科専門職を含む多職種連携の推進（地域ケア会議 等） 等 

 

（５）高齢期（６５歳以上）  

 

ライフステージ別の取組に加えて，各特性に応じて必要な取組 

【個人・家庭での歯と口の健康づくり】 

（ご家族や施設職員などの支援者の方は，状況に応じてできる範囲で） 

○ 歯みがきなどの口腔ケアの介助を行いましょう。 

○  

○  

○  等 
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生涯にわたって，市民一人ひとりが主体的に歯と口の健康づくりを実施し，定期的に歯

科健診と専門的ケアを受けることが定着するように，歯と口の健康に関する基盤づくりに

取り組みます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【個人・家庭での歯と口の健康づくり】 

○ 歯と口の健康に関心をもち，健康づくり情報を収集しましょう。 

○ かかりつけ歯科をもち，定期的に歯科健診や歯石除去などを受けましょう。  等 

【関係団体・機関による環境づくりの取組】 

 歯と口の健康に関する適切な情報発信 

 行政や関係団体・機関との協働     等 

【本市の主な取組】 

 口腔保健支援センターの設置及び総合的な歯科保健対策の推進 

 歯と口の健康づくりや市民の歯科保健状況に関する情報の発信 充実 

 歯科関係機関と連携した「健康長寿のまち・京都」の取組の推進 

 歯のひろば等の市民・区民への歯科保健啓発イベントの実施支援 

 保健福祉センターでの歯科健診・歯科相談，健康教室等の実施 

 休日急病歯科診療の提供 

 障害者歯科診療の提供体制の確保 

 歯科衛生士・歯科技工士の育成機関への支援 

 歯科医院と連携した禁煙の推進（禁煙ポスターの掲示等） 新規 

 歯科医師会災害時歯科医療救護マニュアルと連携した災害時の市歯科専門職対応マニュアルの作成 新規   等 

すべての市民に対する共通の取組 

 

【関係団体・機関による環境づくりの取組】 

  

 フレイル対策や介護予防と連動した口腔機能の向上や口腔ケアの取組の推進 

 医療や介護・福祉等における多職種連携や地域包括ケアの推進  等 

【本市の主な取組】 

 障害者歯科診療を実施する京都歯科サービスセンター（中央）の運営補助 

  

  

 家族介護者に対する口腔ケア実践講習会の実施  等 
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６ 取組の浸透度をはかる指標 

区 分 項  目 H28 値（ベースライン） H34 値 

胎児期 

（妊娠期） 

歯間清掃用具（デンタルフロスや歯間ブラシ等）を使用してい

る妊婦の割合 
51.9% 60%以上 

乳幼児

期 

3 歳児でむし歯のある者の割合 14.1% 10%以下 

3 歳児でフッ化物歯面塗布を受けたことのある者の割合（フッ

化物歯面塗布事業の受診票利用率） 
46.8% 55%以上 

3 歳児で咬み合わせに異常がみられる者の割合 14.6% 10%以下 

少年期 

6 歳児におけるむし歯のある者の割合 39.5% 35%以下 

12 歳児における永久歯の 1人平均むし歯等の数 0.57 歯 0.5 歯以下 

中学生で歯周疾患のある者の割合 

（歯ぐきの状態で専門家の診断が必要と判定された者の割合）  
3.1% 減少 

青年期 

・ 

壮年期 

・ 

中年期 

・ 

高齢期 

20 歳代で歯ぐきに炎症所見のある者の割合（歯ぐきが腫れて

いる又は歯ぐきから出血すると回答した者の割合） 
25.8% 20%以下 

40歳代，60歳代で進行した歯周炎を有する者の割合（4mm以

上の深い歯周ポケットを有する者の割合） 

40 歳代 33.3% 

60 歳代 33.3% 

40 歳代 25%以下 

60 歳代 30%以下 

40 歳代，60 歳代で歯間清掃用具（デンタルフロスや歯間ブラ

シなど）を使用している者の割合 

40 歳代 52.0% 

60 歳代 48.2% 

40 歳代 60%以上 

60 歳代 55%以上 

60 歳代における咀嚼良好者の割合 

（なんでもよく噛んで食べることができると回答した者の割合）  
70.5% 80%以上 

60 歳代における 24 本以上の自分の歯を有する者の割合 46.0% 60%以上 

80 歳以上における 20本以上の自分の歯を有する者の割合 26.8% 35%以上 

障害児 障害者（児）入所施設における定期歯科健診の実施率 80.0%（H27） 90%以上 

要介護

高齢者 

要介護高齢者入所施設（介護老人福祉施設・介護老人保健

施設）における定期歯科健診の実施率 
54.5%（H27） 60%以上 

共通 
この 1年間に歯科健診を受けている者の割合（20 歳以上） 47.4% 65%以上 

「丁寧に歯をみがく」ことを意識している者の割合（18 歳以上） 63.8% 70%以上 

７ 推進体制 

(1) 健康長寿のまち・京都市民会議 

  京都の市民力・地域力を結集し，オール京都で市民ぐるみで健康長寿のまち・京都の取組

を推進します。 

(2) 健康長寿のまち・京都庁内推進本部 

  全庁をあげた本市施策の徹底した融合により，市民の健康づくりを支える環境づくりを推

進します。 

 (3) 京都市民健康づくり推進会議 

口腔保健部会を中心に，専門的な見地等から口腔保健推進実施計画の進捗管理等について

意見交換を行います。また，関係機関・団体と連携して，計画の実施に協力します。 
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『京都市口腔保健推進実施計画「歯ッピー・スマイル京都」(仮称)』骨子案に関する 

御 意 見 記 入 用 紙 
（募集期間：平成29 年12月●● 日～平成30年2月●● 日） 

０７５－２２２－３４１６ 
京都市健康長寿のまち・京都推進室健康長寿企画課行 

御意見に関連する該当ページ  （記入例） リーフレットの１ページ「策定ポイント」について 

 

御意見の内容 

 

 

 

 

 

 

 

御意見を取りまとめる際の参考としますので，差し支えなければ○を御記入願います。 

①お住まいの区： 北区   上京区  左京区  中京区  東山区  山科区 

            下京区  南区   右京区  西京区  伏見区  その他 

②年 齢 ：  19 歳以下  20 歳代  30 歳代  40 歳代  50 歳代  60 歳代  70 歳代  80歳以上  

③性 別 ：  男性  女性 

④御 職 業 等 ： 会社員  公務員  自営業  主婦・主夫  学生  無職  その他 

 
 

【提出先】 

  郵送・持参： 〒６０４－８１０１ 京都市中京区柳馬場通御池下る柳八幡町６５  

京都朝日ビル４階 

          京都市保健福祉局 健康長寿のまち・京都推進室 健康長寿企画課 

  電 話 ： ０７５－２２２－３４１１ 

  Ｆ Ａ Ｘ ： ０７５－２２２－３４１６ 

  

発行：京都市保健福祉局健康長寿のまち京都推進室健康長寿企画課 
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